
(企画委託）女性が安心して一生涯活躍できる社会をめざして
　　　　　　　～様々な世代の生きづらさを考える～
第１回「生命の安全教育～デートDVの啓発活動をとおして～」

●講師：青木　浩次さん（パープルシードあなん代表）

13:30～15:00 ●場所：パーク　テレコメディア学習室（アスティとくしま２階）　　●定員：30名

◆要申込 ◎問合せ先：徳島県男女共同参画リーダー連絡会　事務局（岩木） 電話：090-1003-2938

FAX：088-698-5418  e-mail：junko-12@galaxy.ocn.ne.jp

(共催）大人と絵本　～心の基礎体力をつけましょう～　　　　　　　女性グループ・すいーぷ

●場所：パーク　テレコメディア学習室（アスティとくしま２階）

10:30～12:00 ●対象：大人

◇申込不要 ◎問合せ先：女性グループ・すいーぷ  　電話： 088-631-5731　080-2995-1639（山橋）

オンライン講座（ZOOM)　モラハラ夫と食洗機

「性格の不一致」では片付けられない、日常のモヤモヤが「モラハラ」と気づいたら

13:30～15:00 お互いの関係を見直すチャンスです。弁護士が実例をもとに分かりやすく話します。

◆要申込 ●講師：堀井　亜生さん（弁護士）　

申込締切：10月13日 ●場所：パーク　テレコメディア学習室（アスティとくしま２階）

●対象：どなたでも　　●定員：ZOOM40名　会場視聴20名

(企画委託）女性視点で考える防災・避難PART2　　　　　徳島県女性協議会

●講師：あんどう　りす　さん

13:00～15:00 ●場所：パーク　テレコメディア学習室（アスティとくしま２階）

ZOOM参加者は要申込 ●対象：どなたでも　　●定員：40名程度

◎問合せ先：徳島県女性協議会（坪内）電話：090-8282-4883　ZOOM参加希望者はc.takagai@nifty.comまで

(共催）ほのぼの子育て　お話スペース　フレア　　　　　　　　　　　　　なかみちの会

●場所：パーク　テレコメディア学習室（アスティとくしま２階）

10:00～12:00 ●対象：育児中の方、または育児に関心のある方

◆要申込 ●定員：20名程度　　●参加費：200円（資料代）

◎申込先：なかみちの会　電話： 090-4330-1336　E-mail：adlertokushimamama3@gmail.com（細川）

（推進）雲の会（わかちあいの会）

～大切な人を自死で亡くした家族同士が語り合う場～

13:00～16:00 ●場所：第５会議室（アスティとくしま２階）　　●対象：ご家族を自死で亡くされた方

◇申込不要 ◎問合せ先：徳島県精神保健福祉センター   電話：088-602-8911

(企画委託）「政策決定の場に女性を！PARTⅡ」講演会＆パネルディスカッション
第１部：講演会 ●講師：饗場　和彦さん（徳島大学教授）

第２部：パネルディスカッション

●コーディネーター：東条恭子県議

●パネリスト：重りょうか那賀町議 間あゆみ小松島市議 藤田ちほ板野町議 山側さやか吉野川市議
13:30～16:00 ●場所：パーク　テレコメディア学習室（アスティとくしま２階）
◆要申込 ●対象：どなたでも　　●定員：60名

◎申込先：徳島県女性議員を増やす会

   電話：088-602-7245　ﾌｧｸｼﾐﾘ：088-602-7246　E-mail : k-ban98@ma.pikara.ne.jp（板東）

（共催）フレアシネマ劇場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島県女性協議会
第１部：徳島県女性協議会からのお知らせ

   研修「アンコンシャスバイアス（無意識の思い込みや偏見）について考える」

第２部：映画上映「風と共に去りぬ」

12:30～16:20 　1939年作品(アメリカ)　上映時間212分　（日本語字幕あり、館内にヒアリングループ設置）

◇申込不要 ●場所：テレコメディア　ホール（アスティとくしま２階）

●対象：一般　　●定員：100名

10月23日(木)

10月13日(月・祝)

10月16日(木)

10月19日(日)

10月18日(土)

10月24日(金)

10月25日(土)

10月26日(日)

パーク テレコメディア （徳島県立男女共同参画総合支援センター ）

〒770-8055 徳島市山城町東浜傍示１－１(アスティとくしま２階）
TEL ：088-655-3911   ﾌｧｸｼﾐﾘ：088-626-6189
E-mail: flairtokushima@mf.pikara.ne.jp
URL: httpｓ://www.pref.tokushima.lg.jp/flair
開館時間：10:00～18:00 休館日：毎週火曜日(祝日の場合は翌日)

年末･年始休

受講無料

ホームページ

フレアキャンパス講座情報令和7年度

☆ 講座の申込方法 ☆
電話、ﾌｧｸｼﾐﾘ、E-mailのいずれかで、パークテレ
コメディアへお申し込みください。
なお、各欄に申込先等がある講座は、そちらに直接ご連
絡ください。
☆講座に変更がある場合には、決定次第パーク テレ
コメディアHPに掲載いたします。

託児の申込は講座の2日前（休館日を除く）までに

直接こども室へ電話してください

対象:1歳から就学前までのお子様

こども室 ０８８－６５５－４６３８



☆面接・法律・創業・子育て相談は

必ず電話での予約をお願いいたします。

フレア相談室 （6月より名称を変更しています）

☆電話相談☆-- 月・水・木・金・土 10:00～12:00・13:00～17:00

☆面接相談（予約制）☆--

女性対象 毎月第１・３・４木曜日 10:00～12:00・13:00～16:00 （１人50分程度）

男性対象 毎月第１・３金曜日 15:00～17:00 (１人50分程度）

☆法律相談（予約制）☆--

女性対象 毎月第2木曜日 13:00～16:00 （原則１人30分）

男性対象 毎月第2金曜日 13:00～16:00 （原則１人30分）

☆創業相談（予約制）☆--

毎月第2･4水曜日 10:00～12:00・13:00～16:00 （１人50分程度）

☆子育て相談（予約制・未就学児に関すること）--☆直通電話 ０８８－６５５－４６４１

電話：日・月・水・木・金・土 11:00～12:00・13:00～16:00 ＊い

面談：日・月・水 11:00～12:00・13:00～16:00

＊いずれの相談も休館日は休み。6月より男性のための法律相談を開始しています。
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相談内容（複数回答）ｎ＝３８，０６３

DV被害者支援としての加害者プログラム

令和6年内閣府の調査では女性の27.5％、男性の

22.0％は配偶者からの暴力を受けた事があると答

えています。また、令和5年度DＶ相談＋（プラス）に

寄せられた,パートナーからの暴力（DV)の相談の約

7割が精神的DVを含んだ内容になっています。身

体的な暴力だけがDVと思われがちですが、精神的

な暴力,性的暴力、経済的暴力、社会的暴力なども

DVです。

内閣府では令和5年9月に左のような基本方針を示し、加害者プログラム

事業を行う自治体へ交付金を出し推進しています。

加害者に働きかける事で自らの暴力の責任を自覚させる加害者プログラ

ムは被害支援の一環として重要な取組です。加害者プログラムが「ある」こ

とが、安全に暮らせる「脱暴力のシステム」が社会で構築されていく事につ

ながります。徳島県内でも民間団体による加害者プログラムが実施されて

います。

徳島県男女共同参画の取組

平成２５年から中・高・大学・専門学校の生徒さん対象にデートDV防止セミ

ナーを実施しています。令和６年度は３５校、約２０００人が受講しました。

今までに受講した人は延べ約２８０００人。デートDVについて学び、パート

ナーとの対等な関係づくりを考えます。

フレア相談室では男性相談（男性臨床心理士によるカウンセリング）を実

施しています。また、男性のための法律相談も実施しています。

保護命令により加害者を

遠ざける、被害者が遠方

に逃げる・・・？

仕事を変われない、子ど

もが転校したくない・・被害

者も多様なニーズをもって

いて、加害者と同居せざ

るを得ない状況がありま

す。

被害者は「がまんするしか

ない」のでしょうか。

DV防止に関する講座のご案内

１０月１８日（日）１３：３０～

堀井亜生弁護士 講演会

「モラハラ夫と食洗機」

オンライン講座です。

会場でも視聴できます。

％

こども室 ０８８－６５５－４６３８

〈令和5年度DＶ相談＋（プラス）事業における相談支援報告書より〉

別居に必要な経済的条件がないため(19）

子どもによりよい教育を受けさせたい等(17）

子どもの学校等を転校させたくない等(17）

子どもをひとり親にしないため(13）

被害者が職場を変えられない等(13）

世間体が悪いため（7）

加害者が変わってくれると期待しているため(16）

子どもを置いていかなければならないため(8）

その他(7）

地方公共団体向け研修（33都道府県8政令市106名）アンケートより、内閣府男女共同参画局作成

新たな基本方針におけるポイント

◇加害者プログラムの実施の推進等

　○加害者プログラムは、配偶者からの暴力の防止に

　　向けて考えられる重要な施策の一つであり、被害
　　者支援につながるもの
　○国は、加害者プログラムの実施を推進する
　○都道府県等は、加害者プログラムの実施に取り組
　　む事が望ましい


